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この写真地図（図1）によって、住宅の被災状況
や土砂堆積状況などを視覚的に把握できます。
　ここまでの処理には計算時間を含め約12時
間を要しました。現地対策本部には印刷した写
真地図とデジタルデータを提供しました。
土砂はどこに厚く溜まるのか
　我々が到着した被災一週間後の現場では、全
域が泥状の土砂と瓦礫に覆われており、行方不
明者の捜索も人海戦術で行っている状況でした。
この状況の中で、より厚く土砂等が堆積してい
る場所が明らかになれば、重点的に捜索すべき
地点を決める際の有力な情報になりうると考え、
小型UAVで撮影した地域について土砂等の堆
積厚さを求めることにしました。
被災前後の高さの差を求める
　災害前の土地の高さデータを得るために、国
土地理院が2008年に撮影したデジタル空中写
真を購入し、SfM-MVS処理を行いました。さ
らに、対象地域内の正確な位置と高さの情報
を得るべく、8月29日に被災地内で約30点の
GNSS測量（※）を行いました。被災前の2008
年デジタル航空写真と被災後の小型UAV画像
に対し、現地で測量した地点の位置と高さの情
報を地上基準点として与えることにより、被災
前後の二時期の高さデータが得られました。さ
らに、GIS（地理情報システム）を用いてこの差
分を計算することにより、土石流の流路や家屋
が流失した場所は低くなり、土砂が堆積した部
分は高くなるといった、高さの変化を図化した
地図が得られました。この地図は測量を行った
当日に解析を行い翌日の8月30日に対策本部
に提供しました。
※GNSS測量：GPS衛星などを利用した測量手法
課題：社会実装に向けて
　防災科研では、平成26年8月広島土石流災
害の対応として、小型UAVによる低空空撮画
像と被災前の空中写真とをSfM-MVS技術で解
析することにより、被災状況の地図化を行いま
した。これによって、災害対策本部などにおい
て以前は白地図に記入していた断片的な情報が、
より詳細かつ面的に把握可能になりました。現
地ではこれらの地図を印刷しラミネート加工し
て活用している様子を見せていただきました。
社会実装に向けた課題の一つは、撮影から図化
までに要する時間の短縮です。遅くとも発災後
72時間以内に現場に捜索支援地図を提供する
ことが理想です。解析に使用する写真が増える
と計算時間も長くなります。小型UAVは飛行
高度が低く写真の枚数が多くなります。実機の
ヘリや航空機から撮影した画像の併用も必要で
す。次の課題は本技術の普及です。全国各地で
発生する自然災害に迅速に対応するには、撮影、
SfM-MVS解析、測量、差分解析までの一連の
プロセスをマニュアル化し、技術の普及を目指
す必要があります。
　災害対応の現場では、被災状況を知る技術が
強く求められています。本技術がその解の一つ
になるか、今後も検証と実践を進めていきます。
図２　八木三丁目地区の被災前後の高さ変化地図：赤系がマ
イナス（流失等）、青系がプラス（堆積等）
被災前後の写真から解析した高さデータの差分を求め、
流失した家屋や堆積した土砂の厚さを図化した。
